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民
生
委
員
制
度
創
設
1
0
0
周

年
記
念
「
第
70
回
大
阪
府
民
生
委

員
児
童
委
員
大
会
」
が
５
月
21
日
、

大
阪
城
ホ
ー
ル
に
て
大
阪
府
内
の

委
員
、
関
係
者
総
勢
約
7
5
0
0

名
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
松
井
知
事
や
府
民
児

協
連
会
長
の
石
原
欽
子
氏
、
府
社
協

会
長
の
小
西
禎
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

「
福
祉
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
」
を
提
言
し
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
民
生
委
員
活
動
に
長
年
尽

力
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
あ
り
、

守
口
市
か
ら
も
多
く
の
委
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
小
川
会
長

は
会
長
と
し
て
長
年
の
功
績
を
讃

え
ら
れ
、
た
だ
一
人
知
事
表
彰
を
受

け
ら
れ
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し
て
キ
ャ

ス
タ
ー
の
辛
坊
治
郎
氏
が
、
自
身
の

が
ん
体
験
や
ヨ
ッ
ト
の
遭
難
事
故

を
き
っ
か
け
に
人
生
観
が
変
わ
っ

た
事
、
超
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、

民
生
委
員
の
力
が
ま
す
ま
す
必
要

に
な
っ
て
い
く
と
い
う
エ
ー
ル
を

下
さ
り
、
そ
の
淀
み
の
無
い
話
術
に

全
員
が
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
委
員
か
ら
は
「
本
大
会

が
再
学
習
の
場
と
な
り
、
民
生
委
員

は
希
望
の
一
つ
に
な
ら
ね
ば
と

思
っ
た
」「
最
後
に
斉
唱
し
た『
花
咲

く
郷
土
』
の
歌
が
心
に
染
み
た
」
等

の
意
見
が
あ
り
共
感
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
の
企
画
、
運
営
に
尽
力
さ

れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

田
畑　

睦
子

2
0
1
8

平成30年度表彰（敬称略）

記
念
大
会

祝
〈
大
阪
府
知
事
表
彰
〉

八
雲
地
区

小
川　

勝

永
年
勤
続
民
生
委
員
会
長
表
彰（
10
年
）

土
居
地
区

中
島　

雄
一

永
年
勤
続
民
生
委
員
表
彰（
20
年
）

土
居
地
区

滝
井
地
区

春
日
地
区

三
郷
地
区

寺
方
地
区　

南
地
区

錦
地
区

寺
島　

登
志
子

吉
岡　

章
夫

宮
本　

邦
子

坂
倉　

節
子

三
好　

丈
博

関
川　

哲
生

北
田　

絹
代

小
島　

浩
一

間
口　

知
津
子

山
森　

恭
子

寺
浦　

久
美
子

優
良
民
生
委
員
表
彰（
10
年
）

八
雲
東
地
区

八
雲
地
区

藤
田
地
区

山
内　

勝
哉

橘　

昭
子

田
中　

孝
一

〈
知
事
特
別
感
謝
状
〉

錦
地
区

八
雲
東
地
区　

八
雲
地
区

　
　庭

窪
地
区

佐
太
地
区　
　

東
地
区　
　

大
久
保
地
区　

藤
田
地
区　
　
　

　
　

小
林　

ユ
ミ
子

高
谷　

明
美

髙
木　

シ
ズ
子

市
政　

敏
嗣

澤
田　

弘
三

中
尾　

光
代

井
口　

静
代

仲　

清
次
郎

中
道　

武

大
井　

由
喜
子

植
松　

定
道

竹
谷　

一
恵

今
藤　

眞
和

「大阪府民生委員「大阪府民生委員（方面委員）（方面委員）制度創設100周年」記念大会制度創設100周年」記念大会「大阪府民生委員（方面委員）制度創設100周年」記念大会

松井知事より表彰を受ける小川会長松井知事より表彰を受ける小川会長松井知事より表彰を受ける小川会長 多くの参加者で熱気に包まれる大阪城ホール（5月21日）多くの参加者で熱気に包まれる大阪城ホール（5月21日）多くの参加者で熱気に包まれる大阪城ホール（5月21日）
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大
河
ド
ラ
マ
・
井
伊
直
虎
ゆ
か

り
の
寺
、
龍
潭
寺
を
訪
れ
小
堀
遠

州
作
の
庭
園
や
、
文
化
財
な
ど
江

戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
感
じ
た

後
、
メ
イ
ン
の
浜
松
基
地
へ
。

ま
っ
青
な
空
に
基
地
か
ら
飛
び

立
つ
飛
行
機
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

浜
松
基
地
は
昭
和
29
年
の
航
空

自
衛
隊
発
足
と
同
時
に
創
設
さ

れ
、隊
員
の
人
材
育
成
と
と
も
に
、

警
戒
監
視
、
航
空
救
難
並
び
に
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。

展
示
格
納
庫
に
は
歴
代
に
わ
た

り
使
用
し
た
実
物
の
航
空
機
が
展

示
さ
れ
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に

驚
き
ま
し
た
。
実
際
に
操
縦
席
に

坐
っ
て
み
て
、
空
を
飛
ぶ
姿
を
想

像
す
る
だ
け
で
恐
く
な
り
ま
し
た
。

全
天
周
シ
ア
タ
ー
で
は
、
迫
力

満
点
の
航
空
機
の
映
像
や
隊
員
の

活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
大
変
な
任
務
を
担
っ
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
同
時

に
、
有
事
や
災
害
が
な
い
事
を
祈

り
つ
つ
基
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
体
験
が
で

き
、
と
て
も
充
実
し
た
管
外
研
修

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

寺
島　

登
志
子

１
月
19
日
（
金
）
正
午
よ
り
ホ

テ
ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
守
口
に
て
恒
例

の
新
年
初
会
合
が
、
ご
来
賓
や
各

地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど

合
計
2
3
2
名
が
参
加
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
宣
言
後

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、
謡
曲

「
高
砂
」
や
仕
舞
「
鶴
亀
」
な
ど

お
め
で
た
い
演
目
が
「
量
生
会
」

下
泉
雅
宥
、
今
西
多
津
雄
両
氏
に

よ
り
演
ぜ
ら
れ
、
華
や
か
な
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

小
川
会
長
の
挨
拶
で
は
、
民
児

協
活
動
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
福
祉
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
こ
と
や
、
今
年
は
民
生

委
員
制
度
の
大
き
な
節
目
と
な
る

創
設
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
、
ご
来
賓
の
中

村
副
市
長
か
ら
は
就
学
前
児
童
教

育
の
無
償
化
や
地
域
・
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
福
祉
計
画
策
定
な

ど
、
ま
た
澤
井
議
長
か
ら
は
推
薦

錦
地
区
で
は
、
昨
年
12
月
10
日

（
日
）
に
、
は
じ
め
て
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い

ま
し
た
。
題
し
て
『
わ
く
わ
く
ク

リ
ス
マ
ス
会
』。

当
日
は
、
人
形
劇
サ
ー
ク
ル

〝
ね
ぎ
ぼ
う
ず
〞
さ
ん
に
お
願
い

し
て
『
幽
霊
と
泣
き
む
し
』『
ぞ

う
く
ん
の
散
歩
』
の
２
本
の
人
形

劇
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
『
星
の
ク
リ
ス
マ
ス
』
を
披

露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。次
に
、

皆
で
簡
単
な
手
品
を
楽
し
み
、
最

後
に
こ
こ
ろ
ば
か
り
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
渡
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
達
は

笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
、
ほ
ん
と
う
に

楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

神
谷　

慶
子

委
員
の
立
場
か
ら
民
生
委
員
の
担

い
手
が
少
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
大
阪
出
身
の

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
・
桑
田
佳
奈
さ

ん
。
葉
加
瀬
太
郎
の「
情
熱
大
陸
」

を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の

ポ
ッ
プ
ス
曲
を
中
心
に
す
ば
ら
し

い
演
奏
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
藤
田
部
会
長
の
指
導
の

下
、
全
員
で
「
花
咲
く
郷
土
」
を

歌
い
楽
し
く
も
意
義
あ
る
新
年
初

会
合
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

奥
山　

寿
一

平
成
29
年
度
河
北
ブ
ロ
ッ
ク
民

児
協
連
絡
会
総
会
が
１
月
26
日
開

か
れ
た
。

守
口
市
が
事
務
担
当
市
で
ホ
テ

ル
・
ア
ゴ
ー
ラ
守
口
を
会
場
に
、

西
端
守
口
市
長
・
徳
丸
大
阪
府
社

協
地
域
福
祉
部
長
様
を
来
賓
に
迎

え
、
７
市
か
ら
民
児
協
役
員
・
事

務
局
員
と
総
勢
49
名
の
参
加
を
い

た
だ
い
て
の
総
会
で
あ
っ
た
。

開
会
で
担
当
市
の
小
川
会
長
か

ら
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
民
児
協
運

営
に
お
い
て
、「
行
政
と
の
密
接

な
関
係
を
保
つ
こ
と
は
勿
論
の
こ

と
で
、
他
の
関
係
機
関
や
諸
団
体

と
連
携
を
進
め
る
こ
と
の
必
要

性
」、「
河
北
７
市
民
児
協
間
に
お

い
て
も
日
常
の
連
絡
と
連
携
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と

話
さ
れ
た
後
、
各
市
民
児
協
の
状

況
と
事
業
報
告
、
３
市
民
児
協
か

ら
活
動
振
興
助
成
事
業
報
告
・
来

年
度
の
役
員
・
事
務
担
当
市
等
が

協
議
の
う
え
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
の
情
報
交
換
会
で
は
、

各
部
署
担
当
者
別
の
席
で
、
互
い

の
立
場
で
の
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
、
外
は
粉
雪
が
舞
う
中
で

の
活
気
あ
る
総
会
で
あ
っ
た
。

昨
年
末
12
月
21
日
市
役
所
１
階

会
議
室
に
て
、
児
童
福
祉
・
広
報

調
査
部
会
合
同
の
研
修
会
が
行
わ

れ
、
86
名
の
委
員
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
東
大
名
誉
教
授
で

大
阪
国
際
大
学
教
授
の
真
鍋
昇
先

生
。「
最
新
の
健
康
食
料
学
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
ス
ラ
イ
ド
を
使
い

な
が
ら
話
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
聞
き
な
れ
な
い
科
学
用
語

な
ど
少
し
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
先

生
の
穏
や
か
な
語
り
口
に
最
後
ま

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
以
下

は
そ
の
概
要
で
す
。

　

初
め
は
「
脳
は
だ
ま
さ
れ
る
」

と
い
う
話
。「
運
動
中
は
水
を
飲

ま
な
い
」
や
「
硬
い
ベ
ッ
ド
は
腰

に
良
い
」
な
ど
、
前
は
当
然
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
ガ
ラ
リ

と
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
（
パ
ラ
ダ

イ
ム
シ
フ
ト
）。
次
に
、「
な
ぜ
毎

日
食
べ
る
か
」
と
い
う
話
。
体
の

細
胞
は
毎
日
約
２
％
の
割
合
で
入

れ
替
わ
っ
て
お
り
、
約
60
兆
個
あ

る
全
細
胞
が
50
日
ほ
ど
で
新
品
に

な
る
こ
と
に
は
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

他
に
も
「
三
大
栄
養
素
の
タ
ン

パ
ク
質
で
は
植
物
性
の
も
の
が
良

く
、
中
で
も
高
野
豆
腐
は
オ
ス
ス

メ
だ
」
や
「
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
症
の

一
つ
脚
気
に
は
カ
レ
ー
が
有
効

だ
っ
た
」
な
ど
興
味
深
い
話
題
満

載
で
研
修
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　

奥
山　

寿
一

世
界
の
中
で
日
本
は
高
齢
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
2
0
5
0

年
に
は
１
人
の
若
者
が
１
人
の
高

齢
者
を
支
え
る
と
い
う
厳
し
い
社

会
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

守
口
に
お
い
て
は
３
人
に
１
人

が
65
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化
率
が

北
河
内
で
最
も
高
く
切
実
で
す
。

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
「
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
改
正
」、「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
」

を
薦
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

一
部
の
地
域
包
括
で
は
月
１
回

の
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
、
お
茶
を

飲
ん
だ
り
体
操
し
た
り
、
ま
た

歌
っ
た
り
と
工
夫
し
な
が
ら
皆
が

楽
し
く
介
護
予
防
が
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
た
め
に
も
大
い
に

カ
フ
ェ
を
利
用
し
、
皆
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
刺
激

を
受
け
気
分
転
換
し
張
り
の
あ
る

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

中
道　

弘
子

東
・
大
久
保
地
区
民
生
委
員
児

童
委
員
は
、
福
祉
委
員
や
地
域
協

力
者
と
共
に
、
食
育
チ
ー
ム
と
し

て
昼
食
作
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

毎
回
40
人
前
後
の
児
童
が
参
加

す
る
の
で
、
大
学
生
や
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
約
70
人
分
作
り
ま
す
。

献
立
は
、
旬
の
野
菜
を
中
心
に

考
え
、
季
節
が
感
じ
取
れ
る
食
卓

に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

近
隣
の
農
家
が
出
荷
で
き
な
い

野
菜
を
分
け
て
下
さ
る
の
で
、（
塔

立
ち
し
た
玉
ね
ぎ
や
小
さ
い
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
里
芋
な
ど
）
料
理
に
生

か
し
ま
す
。
児
童
と
「
も
っ
た
い

な
い
」
話
し
合
い
も
し
ま
す
。

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
、
特
に

注
意
を
払
い
ま
す
。
卵
・
甲
殻
類
・

牛
乳
・
ト
マ
ト
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
子
が
い
ま
す
の
で
、
原
材
料

ま
で
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
と
て
も
お
い
し

い
と
、
驚
く
ほ
ど
お
代
わ
り
を
し

て
く
れ
ま
す
。

児
童
も
、
大
学
生
も
、
私
た
ち

も
得
る
も
の
が
多
く
、
長
く
続
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

砂
原　

比
佐
代

　

３
月
14
日
、
社
協
会
議
室
に
て

生
活
福
祉
部
会
の
文
化
教
室
を
行

な
い
ま
し
た
。「
楽
し
い
川
柳
」

を
テ
ー
マ
に
、
私
、
藤
井
が
講
師

と
な
り
、
川
柳
の
歴
史
、
川
柳
と

俳
句
の
違
い
、
音
字
数
の
数
え
方

や
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
、
い
ろ

い
ろ
な
川
柳
、
等
々
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
し
た
。
日
常
と
は

縁
の
な
い
講
座
な
の
で
興
味
の
な

い
方
に
は
眠
い
時
間
だ
っ
た
か

も
・
・
・
。

そ
の
後
の
、
仲
間
さ
が
し
ゲ
ー

ム
、
虫
食
い
川
柳
、
18
歳
と
81
歳

の
ち
が
い
探
し
で
は
、
笑
い
も
起

こ
り
、
内
心
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

皆
様
に
も
、
虫
食
い
川
柳
を
解

い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
部
会
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

藤
井　

満
洲
夫

管
外
研
修

航
空
自
衛
隊
浜
松
基
地
見
学

世
界
遺
産　

富
士
・
三
保
の
松
原

恒
例
の
新
年
初
会
合

河
北
７
市
の
連
携
を
！

地
区
活
動
紹
介　

錦
地
区

児
童
福
祉
・
広
報
調
査
部
会

合
同
研
修
会

障
が
い
・
高
齢
者
福
祉
部
会

研
修
会

部
会
活
動
報
告

児
童
福
祉
部
会
研
修
会

キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
食
育
チ
ー
ム

生
活
福
祉
部
会  

文
化
教
室

①「
ア
ー
ン
」
し
て
昔
ラ
ブ
ラ
ブ

い
ま
□
□

②
手
遅
れ
の
人
で
込
み
合
う
□
□

の
湯

③
命
ま
で
賭
け
た
□
て
こ
れ
か
い
な

④
○
○
○
○
と
夫
を
刻
む
台
所

（
□
に
は
漢
字
、○
に
は
カ
ナ
を
入
れ
て

下
さ
い
）

答
え
は
４
面
に
掲
載

基地から飛び立つ飛行機脳はだまされる？

素敵な演奏をありがとうございました地域包括ケアシステムについて

藤井講師の「楽しい川柳」

おいしいメニュー作りを考える
笑顔いっぱい楽しいひととき

挨拶に立たれる小川会長
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12
月
１
日
（
金
）
守
口
市
役
所

一
階
会
議
室
に
て
、
１
部
は
、
女

性
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
所
フ
ェ

リ
ア
ン
津
村
薫
氏
に
『
よ
り
良
い

支
援
の
あ
り
方
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
最
も

重
要
な
事
は
「
あ
な
た
が
大
切
で

す
」
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
！

ま
た
、
日
本
の
子
育
て
支
援
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
点
は
、
支

援
者
側
が
保
護
者
に
冷
た
い
視
線

を
持
ち
が
ち
で
す
が
、
完
璧
な
親

な
ど
い
な
い
か
ら
こ
そ
支
援
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
。

　

相
談
援
助
技
術
の
基
本
（
バ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
の
七
原
則
）
と
し
て

「
①
簡
単
に
わ
か
っ
た
気
に
な
ら

な
い
②
相
談
者
が
ど
う
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
か
理
解
す
る
③

支
援
者
が
審
判
を
し
な
い
④
繰
り

返
し
聴
き
相
談
者
の
気
持
ち
を
言

葉
に
す
る
（
寄
り
添
う
）⑤
相
談

本
人
の
適
任
者
を
選
任
し
ま
す
。

具
体
的
な
手
続
き
や
費
用
に
つ

い
て
、
ま
た
後
見
人
が
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
す
る
の
か
な
ど
、
詳
し

く
教
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
に
な
り
、
認
知
症

の
人
が
増
え
る
こ
と
で
必
要
な
制

度
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

村
口　

初
美

者
の
心
を
理
解
し
な
が
ら
も
、
自

分
の
感
情
を
粗
末
に
し
な
い
⑥
個

人
情
報
は
漏
ら
さ
な
い
⑦
相
談
者

の
気
持
ち
を
受
け
止
め
、
た
だ
理

解
す
る
」
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
２
部
で
は
、
３
つ
の

テ
ー
マ
を
12
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
意
見
交
換
し
、
と
て
も
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

守
口
市
担
当
で
の
河
北
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
、
年
２
回
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
代

２
月
13
日
、
社
協
・
民
児
協
合

同
研
修
会
で
、
社
協
事
務
局
長
の

鳥
野
洋
司
氏
に「
成
年
後
見
制
度
」

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
判
断
能
力
の
低
下

欠
如
し
た
人
の
権
利
を
守
る
援
助

者
（
成
年
後
見
人
等
）
を
選
び
、

本
人
を
法
律
的
に
支
援
す
る
制
度

で
す
。
そ
の
た
め
家
庭
裁
判
所
が

２
月
25
日
、
大
阪
国
際
大
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
委
員
、
民

生
児
童
委
員
な
ど
合
わ
せ
て

2
6
5
名
の
方
が
参
加
し
、
災
害

時
に
向
け
た
講
義
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
体
験
し
ま
し
た
。

事
例
フ
ァ
イ
ル
⑥

昨
年
12
月
、
ご
近
所
さ
ん
か

ら
「
お
一
人
暮
ら
し
の
お
向
か

い
さ
ん
の
顔
を
何
日
も
前
か
ら

見
て
い
な
い
の
で
心
配
」
と
の

知
ら
せ
で
、
社
協
や
包
括
に
相

談
。
市
役
所
や
消
防
署
へ
の
問

い
合
わ
せ
を
依
頼
。
翌
日
、
病

院
か
ら
包
括
へ
の
連
絡
が
あ
っ

た
こ
と
で
３
日
前
の
深
夜
に
救

急
車
で
入
院
さ
れ
た
と
判
明

し
、
一
安
心
。

ご
本
人
さ
ん
か
ら
「
寝
た
き

り
も
覚
悟
！
と
言
わ
れ
た
」
と

聞
き
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、

無
事
、
２
月
に
入
り
退
院
さ
れ

ま
し
た
。

時
々
訪
問
し
て
は
、
状
況
確

認
・
困
り
事
は
な
い
か
等
の
話

し
相
手
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
１
人
生
活
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
通
院
が
安
定
し
、
少
し

ず
つ
落
ち
つ
い
て
き
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
声
か
け
や
見
守
り
を

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

編 集 後 記

民
生
児
童
委
員
に
委

嘱
さ
れ
て
、
８
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
始
め
は

何
も
分
か
ら
ず
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
自
分
の
で

き
る
事
か
ら
と
決
意

し
、
お
一
人
暮
ら
し
の

方
々
へ
「
何
か
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
」「
何

で
も
言
っ
て
ね
」
と
お

会
い
す
る
事
か
ら
始
め

ま
し
た
。「
何
日
も
喋
っ

て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う

方
に
は
、
ゆ
っ
く
り
お

話
を
聞
い
て
帰
り
ま

す
。
入
り
過
ぎ
ず
、
目

を
離
さ
ず
を
私
の
モ
ッ

ト
ー
に
日
夜
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　
　

田
坪　

己
代
子

　
梶
地
区　

瀧
本　

隆
子　

会
員

　

平
成
29
年
９
月
13
日
逝
去

　
梶
地
区　

上
田　

國
夫　

会
員

　

平
成
30
年
２
月
12
日
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

訃
報（
は
と
の
会
員
）

防
災
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8

2
0
1
8

平
成
29
年
度
の

赤
い
羽
根
街
頭
募
金
額
は
、

街
頭
募
金
の
報
告

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

12
万
４
千
5
7
7
円
で
し
た

新
任
民
生
・
児
童
委
員
紹
介

梶
地
区

佐
々
木　

絹
子

藤
田
地
区

斉
藤　

一
夫

平
成
29
年
12
月
１
日
委
嘱

中
西　

厚
子

寺
方
地
区

澤
井　

智
子

金
田
地
区

平
成
30
年
４
月
１
日
委
嘱

に
な
り
ま
し
た
。
民
生
委
員
制

度
の
発
祥
、
歴
史
や
役
割
、
社

会
福
祉
の
活
動
の
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
地
域
福
祉
の
重
要
性
な

ど
、
私
に
は
新
し
く
耳
に
す
る

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
先
輩
方

の
御
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

頑
張
り
ま
す
。

佐
々
木　

絹
子

昨
年
12
月
よ
り
民
生
委
員
と

し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

【３面の答え】 ①介護 ②美人 ③女 ④バカバカ

主
任
児
童
委
員
連
絡
会

第
２
回
河
北
ブ
ロ
ッ
ク

主
任
児
童
委
員
連
絡
会
研
修
会

人
権
研
修

「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」

「大阪府民生委員（方面委員）制度創設100周年」記念大会

松井知事より表彰を受ける小川会長 多くの参加者で熱気に包まれる大阪城ホール（5月21日）
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